
 
都道府県名 宮城県 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 
学校名 登米郡中田町立浅水小学校 
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数 
学級数 １ １ １ １ １ １ ０ ６
児童数 １７ ２９ １５ ３３ ２８ ２３ ０ １４５

１２ 

 
Ⅱ 研究の概要  
１．研究主題 

学ぶ喜びと楽しさを感じ，確かな学力を身に付ける子どもの育成 
―― 国語科と算数科における，個に応じたきめ細かな指導を通して ―― 

２．研究内容と方法 
（１）実施学年・教科 
学力向上には，国語と算数の力が必要と考え，１～６年生の国語科（言語事項，）と算数科を実施し
た。 

（２）年次ごとの計画 
平
成
14 
年
度 

○テーマ  学ぶ楽しさや喜びを感じ，確かな学力を身に付ける子ども 
―― 読み書き計算を中心として ―― 

○研究仮説   読み書き計算を中心とした学習活動において，次のような手立てをすれば，
学ぶ喜びと楽しさを感じ，確かな学力が身に付く児童が育つであろう。 
・個に応じたきめ細かな指導の工夫 
・学習活動の工夫 
・学んだことを定着させる活動の工夫 

○研究の内容 
・個に応じたきめ細かな指導の工夫  （ＴＴ・少人数指導） 
・学習活動の工夫  （課題設定，課題解決，評価） 
・学んだことを定着させる活動の工夫  （読む活動，書く活動，計算力を高
める活動） 

○研究の方法 
・実態の把握と問題点の分析 
・研究授業の実践（事前，事後検討） 
・指導法の工夫，指導体制の工夫，教材開発，評価を生かした指導 
・文献研究 

 
平
成
15
年
度 

○テーマ  学ぶ楽しさや喜びを感じ，確かな学力を身に付ける子どもの育成 
―― 国語科と算数科における，個に応じたきめ細かな指導を通して ―― 
○研究の視点と内容 
 視点１ 指導方法・指導体制の工夫改善 
・個に応じたきめ細かな指導の工夫 （１単位時間のＴＴ指導，指導過程の工夫） 
・指導体制の工夫 （１単元のＴＴ・少人数指導， 興味・関心別，習熟度別コース学習）

 視点２ 評価の工夫改善 
・評価規準表（国語，算数）の作成と活用 
・多面的な評価の工夫（自己評価，相互評価，作文，ノート，発言，発表，表情行動の観
察，ＴＴの情報交換，単元ごとのテスト，学力テスト，漢字テスト，作品，学習アンケ
ート） 

視点３ 教材の工夫改善 
・教材開発（カード，カルタ，パズル，ワークシート，パソコンソフト，自己診断テスト，
コース 
選択カード，コース別プリント，チェックシート，ＶＴＲ，） 
・家庭学習プリントの工夫（本読みカード，プリント，ドリル） 
視点４ 学習環境の整備 
・学習を支える活動（読書タイム，計算スキルタイム，朗読会，読み聞かせ） 



・学習環境の整備（国語，算数コーナーの設置，学習室の整備） 
・家庭との連携（基本的な生活習慣の形成，家庭学習，研究だより発行，アンケート実施）

○研究の方法 
・実態の把握（意識調査，学力テスト，漢字テスト）と問題点の分析 
・指導法の工夫，指導体制の工夫，教材開発，評価を生かした指導 
・研究授業の実践（事前，事後検討）        ・文献研究 

○視点（どこから見るのか）研究は，「目標がはっきりしている」ので，視点研究に変更した。
 
平
成
16
年
度 

○テーマ  学ぶ楽しさや喜びを感じ，確かな学力を身に付ける子どもの育成 
       ―― 国語科と算数科における，個に応じたきめ細かな指導を通して ―― 
○研究の視点 
 視点１ 指導方法・指導体制の工夫改善  
・個に応じたきめ細かな指導の工夫 （１単位時間のＴＴ指導，指導過程の工夫） 
・指導体制の工夫 （１単元のＴＴ・少人数指導， 興味・関心別，習熟度別コース学習）

 視点２ 評価の工夫改善 
・評価規準表（国語，算数）の作成と活用  
・多面的な評価の工夫（自己評価，相互評価，作文，ノート，発言，発表，表情行動の観
察，ＴＴの情報交換，単元ごとのテスト，学力テスト，漢字テスト，作品，学習アンケ
ート） 

視点３ 教材の工夫改善 
・教材開発（カード，カルタ，パズル，ワークシート，パソコンソフト，自己診断テスト，
コース 
選択カード，コース別プリント，チェックシート，ＶＴＲ，） 
・家庭学習プリントの工夫（本読みカード，プリント，ドリル） 
視点４ 学習環境の整備    
・学習を支える活動（読書タイム，計算スキルタイム，朗読会，読み聞かせ） 
・学習環境の整備（国語，算数コーナーの設置，学習室の整備） 
・家庭との連携（基本的な生活習慣の形成，家庭学習，研究だより発行，アンケート実施）

○研究の方法 
・実態の把握（意識調査，学力テスト，漢字テスト）と問題点の分析 
・指導法の工夫，指導体制の工夫，教材開発，評価を生かした指導 
・研究授業の実践（事前，事後検討） 
・文献研究 

（３）研究推進体制 
○研究推進部会 
○全体会 
○専門部会（指導部会，調査部会，上・下学年部会） 

 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 

○視点ごとの成果 
 視点１ 指導方法・指導体制の工夫改善 （ 授業，授業外の学習で個に応じたきめ細かな指導を

工夫し，１単位時間と１単元におけるＴＴ・少人数指導の指導形態を工夫したことで，個
人差はあるものの児童の学力の伸びが見られた。また，教師の指導力が向上した。） 

 視点２ 評価の工夫改善 （ 国語科と算数科の評価規準表を活用し，多面的な評価を行ったこと
で，個に応じた指導を行うことができた。） 

視点３ 教材の工夫改善 （ 教材開発や家庭学習プリントの工夫により，児童は興味をもって学
習した。） 

視点４ 学習環境の整備 （ 読書タイム，計算スキルタイム，朗読会等により学力の向上に効果
があった。また，国語や算数コーナー，学習室の整備で，学習に興味関心が図られた。音
読等家庭との連携が得られ，効果があった。さらに，授業公開，ｗｅｂページの開設によ
り，研究成果（授業公開２回）を普及した。） 

 
 



 
２．今後の課題 
○指導方法・指導体制の工夫改善  ＴＴ・少人数の指導体制による実践， 個に応じたきめ細かな
指導 
○評価の工夫改善  多面的な評価の工夫 
○教材の工夫改善  国語科算数科の教材開発，補充的・発展的な教材の開発 
○学習環境の整備  学習環境の整備を保護者，地域を巻き込んだ研究 
○授業公開，ｗｅｂページの情報公開による研究成果の普及 

 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 

○学力テストの実施 
○漢字テストの実施      
○意識調査（児童，保護者）の実施 

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

○授業公開（９月，１１月） 
○ｗｅｂページによる指導案掲載など 
○講師招聘による授業検討会の公開（２月） 
○保護者向けに研究だよりの発行 

 
 

 
◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
    【新規校・継続校】       ☐１５年度からの新規校       ■１４年度からの継続校 
 
    【学校規模】             ■６学級以下             ☐７～１２学級 
                             ☐１３～１８学級         ☐１９～２４学級 
                             ☐２５学級以上 
 
    【指導体制】             ■少人数指導            ■Ｔ．Ｔによる指導 
                             ☐一部教科担任制        ☐その他 
 
    【研究教科】              ■国語         ☐社会       ■算数       ☐理科 
                              ☐生活         ☐音楽       ☐図画工作   ☐家庭 
                              ☐体育         ☐その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      ■有      ☐無 
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